罪 や、 かなしみ でさへ そこ では 聖 くきれ いに か、 V やい 

てゐ る。 

深い 掬の 森 や、 風 や 影、 肉 之 草 や、 不思議な 都会、 ベ ー 

リング 巿迄 続々 電柱の 列、 それ はまこと にあ やしく も 

楽しい 国土で ある。 この 童話 集の 一 列 は 実に 作者の 心 

象 スケッチの 一部で ある。 それ は 少年少女 期の 終り 頃 

から、 アド レツ センス 中葉に 対する 一 つの 文学と して 

の 形式 をと つて ゐる。 

この 見地から その 特色 を 数 へるならば 次の 諸 点に 帰す 

る。 

一 〔# 「一」 は 「口」 囲み〕 これ は 正しい もの、 種子 を 



有し、 その美し い 発芽 を 待つ ものである。 而も 決 

して 既成の 疲れた 宗教 や、 道徳の 残 澤を色 あせた 

仮面に よって 純真な 心意の 所有者た ちに 欺き 与へ 

ん とする もので はない。 

二 〔# 「一一」 は 「口」 囲み〕 これら は 新しい、 よりよ い 

世界の 構成 材料 を 提供し やうと はする。 けれども 

それ は 全く、 作者に 未知な 絶えざる 警 異に 値する 

世界 自身の 発展で あつ て 決して 畸形に 涅 ねあげら 

れた煤 色の ュ ー ト ピアで はない。 

三 〔# 「三」 は 「口」 囲み〕 これら は 決して 偽で も 仮 空 

でも 窃盗で もない。 



多少の 再度の 内省と 分 折と はあって も、 たしかに 

この 通り その 時 心象の 中に 現 はれた ものである。 

故に それ は、 どんなに 馬鹿げ てゐて も、 難解で も 

必ず 心の 深部に 於て 万人の 共通で ある。 卑怯な 成 

人た ちに 畢竟 不可解な 丈で ある。 

四 〔# 「四」 は 「口」 囲み〕 これ は 田園の 新鮮な 産物で 

ある。 われら は 田園の 風と 光の 中から つや、 かな 

果実 や、 青い 蔬菜 を 一緒に これらの 心象 スケッチ 

を 世間に 提供す る ものである。 

注文の 多い 料理店 は その 十一 一巻の セリ ー ズの 

中の 第一 冊で 先づ その 古風な 童話と しての 形 



式と 地方色と を 以て 類 集した ものであって 次 

の 九 編から なる。 

目 おと 

その 説明 



〔# 「1」 は 「口」 囲み〕 どんぐりと 山猫 



山猫 拝と 書いた おかしな 葉書が 来たので、 こども 

が 山の 風の 中へ 出かけて 行く はなし。 必ず 比較 を 

されな けれ はならない いまの 学童た ちの 内奥から 

の 反響です。 



おいの もり ざる もり ぬすと もり 

2 〔# 「2」 は 「口」 囲み〕 狼 森と 笊 森と 盗 森 



人と 森との 原始的な 交渉で、 自然の 順 違 二 面が 農 



民と 与へ た 永い 間の 印象です。 森に 子供ら が 農具 

を かくすた びに みんな は 「探しに 行く ぞぉ」 と 叫 

び 森 は 「来お」 と 答へ ました。 



からす ほくと せい 

3 〔# 「3」 は 「口」 囲み〕 烏 の 北斗七星 



戦 ふ もの ゝ 内的 感情です。 



ちう もん お ほ れ うりてん 

4 〔# 「4」 は 「口」 囲み〕 注文の 多い 料理店 



二人の 青年 神 士が獵 に 出て 路を迷 ひ 「注文の 多い 

料理店」 に入リ その 途方もない 経営者から 却って 

注文され てゐ たはな し。 糧に 乏しい 村の こどもら 

が 都会 文明と 放恣な 階級と に対する 止む に 止まれ 

ない 反感です。 



すゐ せん づき よっか 

5 〔# 「5」 は 「口」 囲み〕 水仙 月の 四日 



赤い 毛布 を 被ぎ 「カリ メラ」 の 銅 鍋 や 青い 焰を考 

へながら 雪の 高原 を 歩いて ゐた こどもと 「雪 婆ン 

ゴ」 や 雪 狼、 雪 童子との ものがたり。 



やま をと こ ぐ わつ 

6 〔# 「6」 は 「口」 囲み〕 山男の 四月 



四月の かれ 草の 中に ねころんだ 山男の 夢です。 



烏の 北斗七星と いっしょに、 一つの 小さな こ、 ろ 

の 種子 を 有ち ます。 



7 〔# 「7」 は 「口」 囲み〕 かし はば やしの 夜 



桃色の 大きな 月 はだん/^ 小さく 青 じ ろくなり、 

かし はは みんな ざわざわ 言 ひ、 画 描き は 自分の 靴 

の 中に 鉛筆 を 削って 変な メタルの 歌 をうた ふ、 た 

のしい 「夏の 踊りの 第三 夜」 です。 



つきよ 

8 〔# 「8」 は 「口」 囲み〕 月夜の でんしんばしら 



うろこぐもと 鉛色の 月光、 九月の \ -— ハトヴ の 鉄 

道 線路の 内 想です。 



9 〔# 「9」 は 「口」 囲み〕 鹿 踊りの はじまり 



底本 ： 「宫沢 賢 治 全集 8」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1986 (昭和 S) 年 ー 月 S 日 第 ー 刷 発行 

2004 (平成 化) 年 4 月お 日 第^ 刷 発行 

※文中の 括弧で 囲まれた 解説者に よる 注記 は 省略し ま 

した。 

入力 ： 土屋隆 

校正 .. norik:o saito 

2 o o 5 年 2 月 u 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



